
第８次三春町長期計画(概要案)に対するパブリックコメント等について
意見　等 町の回答内容　等

1

町の支出・要望は見えるが、どうやって町を潤すのかが見えてこな
い。町の収入をどうするかで、特許の町作りを進めて欲しい。町民
の皆様や県内外のアイデアを頂きながら、町の施設等こうすれば支
出を抑えられるとか、農家の収入増加に繋がるなど特許に繋がるよ
うなアイデアを出した方にはプレゼントをするなどあると夢が広が
ります。

長期計画の中で重点プロジェクトとして「地域経済が成長し、安心して
働けるまち」を目標の一つに掲げ、具体的な取組みを進めていきます。
特許に係る内容については、ご意見として承ります。

2

PDCAサイクルは、計画を作ったら、行動してみて、評価し、更なる
改善を図ることですが、今の長期計画の評価からの改善策が、どう
新長期計画に引き継がれていくのかが読み取れません。具体的な問
題点が点在しているのに、対策を講じないまま新計画がスタートす
る印象を受けます。

第7次計画の評価での課題や地区との意見交換会での住民ニーズ等を踏ま
え、第8次計画の取組みを整理して記載しています。
改善策等が読み取れないとのご指摘については、全体版において、基本
計画の政策分野ごとに課題や今後の方向性等を整理したうえで、今後の
取組みを記載することとします。

3
毎年の進行管理ですが、公表しているのでしょうか？しているとす
れば、そんな形で行っていますか。また、新計画ではどのような形
で進行管理を公表するのでしょうか。

現在の第7次計画での進行管理は、毎年度、役場内部での評価を行ってい
ました。公表はしていなかったため、第8次計画に当たって、町ホーム
ページ等により進行管理の公表を行っていきたいと考えています。

4

町政に「最重要目標」という考えはないのでしょうか。一番優先す
べき計画にメリハリが無く、三春町は「何に向かって進んでいるの
か」の意識を町民も持ったほうが良いと思うのですが。また、具体
性がないと絵空事という印象を拭うことが出来ません。

長期計画は町の最上位計画という位置づけのなかで、町の将来像（目指
すべき町の姿）を掲げ、その実現に向けて、行政全般の業務を網羅する
形になっています。ご指摘の最重要目標等の考え方については、第8次計
画のなかで、重点プロジェクトを位置づけ、取組みを進めることとして
います。



意見　等 町の回答内容　等

5

　各指標のＡ～Ｄ評価について、何に対してその評価がでたのか、
母数がわからないため、根拠となるデータをＱＲ等で見えるように
して欲しい。また、前期・後期評価ででてくる「－」の意味は何な
のか。指標があったのに評価しなかったということなのか。

Ａ～Ｄの評価については、各指標ごとに基準値・目標値を設定してお
り、実績値を基にＡ～Ｄ評価を出しています。各指標の根拠データにつ
いては、資料編等で整理させていただく予定としています。
「－」の標記については、前期・後期それぞれで指標としていなかった
項目となります。前期の「－」は、後期で新たに指標に加えた項目であ
り、後期の「－」は、後期計画策定の際に指標の見直しで削除された指
標になります。

6
「こども計画」とはどんな計画なのか。
また、「家庭の教育力の向上」とは具体的に何をするのか。

こども計画とは、こども基本法において国が定める「こども大綱」を勘
案して市町村が策定するよう努めることとされている計画になり、今年
度、町でも策定作業を進めています。
家庭の教育力の向上については、子どもが家庭で健やかに成長していけ
るよう、保護者に対して、子育てに関する学習の場を様々な機会をとお
して提供していくなどの取組みを想定しています。

7

子育ての経済的負担の軽減、子育てと仕事の両立支援とは具体的に
どんな支援なのか。
また、 あそび場の充実・維持とは具体的に屋内あそび場の事か。

子育ての経済的負担の軽減とは現在も行っているすくすく子育て電子マ
ネーの交付や医療費助成などの支援であり、子育てと仕事の両立支援と
は、保育所・こども園や児童クラブの運営など親が仕事で子育てできな
い時間の支援を想定しています。
また、あそび場の充実維持というのは、屋内あそび場も含めた既存の公
園等の整備検討と維持管理を想定しています。

8

学校給食の充実・食育の推進とは給食無償化は想定されているの
か。また、教育機関と連携した地域の活性化とは具体的に何をする
のか。

学校給食の充実・食育の推進については、学校給食の安定した提供を継
続していくなかで、給食内容の充実を図っていく、食育を推進していく
ことを想定しています。第2子以降の子どもの無償化については、既に取
組んでいます。
教育機関と連携した地域の活性化とは、地域の子どもは地域で育てると
いう考えのもと、地域とともにまほらっこ教室を継続していく、充実し
ていくことなど等を想定しています。
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9
町民図書館のあり方の検討とは、５年間であり方の検討だけか、施
設整備まで行うのか。

町民図書館に関しては、今までも様々な検討が行われてきた経緯があ
り、そうした経緯等も踏まえ、あらためて「町民図書館のあり方」から
検討を進め、その検討のなかで、具体的な内容を整理していくことを想
定しています。

10
地域医療体制の構築とは町内における夜間診療体制の構築は考慮さ
れているか

地域医療体制の構築については、夜間診療体制も含めての内容になりま
すが、夜間診療体制については、現状の枠組みをできる限り維持してい
くことを想定しています。

11

地域福祉計画・地域福祉活動計画の推進とあるが、行動計画にして
ほしい。また、地域福祉の意識醸成とはこのために、現状の何を変
えようとしているのか。

現行の計画についても、具体的な行動・内容について、示させていただ
いています。地域福祉の意識醸成については、様々な機会をとおして、
地域の中での支えあい活動等の重要性を理解してもらうための取り組み
を想定しています。

12

シティプロモーションの推進で、シティプロモーションの推進4とあ
るが、1～3があるのか。また、情報公開制度の活用促進というので
あれば、しっかりと情報公開して欲しい。過去に情報公開を請求し
たが、殆どが墨塗潰しでは公開の意味ないと感じた。

４の記載は誤字だったため、削除いたします。情報公開については、ご
意見として承ります。

13

姉妹都市との交流に係る現状の問題点と今後の目標は何か。地域間
交流の推進の地域間とは具体的にどこを想定しているのか。国際姉
妹都市との交流で、ライスレークとの姉妹都市締結から３０年、こ
れからの交流在り方（方針）をどのようにとらえているのか。

姉妹都市である一関市やライスレイク市との交流については、コロナ禍
で実施できていなかった事業等が再開できるようになり、今後も姉妹都
市との交流について、充実・強化を図っていくことを想定しています。
地域間交流としては、主に震災応援で関係のある愛西市や尾張旭市、小
鹿野町、震災前から交流がある東京都目黒区などを想定しています。ま
た、ライスレイクとの交流については、海外の異文化等を学ぶ機会と捉
え、国際感覚を身につけた、これからの三春町を担う人材の育成につな
がるよう取組みを進めていきたいと考えています。

14
こおりやま広域連携中枢都市圏連携事業の推進について、中期スパ
ンの中での最大の目標は何なのか。

こおりやま広域圏では、都市圏ビションを策定して各項目ごとに目標を
設定して事業を進めています。
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15
日本型直接支払制度による協働活動等の支援とは具体的にはどのよ
うな協働活動が実施できるのか。

農業・農村が有する多面的機能の維持等を図るため、中山間地域等にお
ける水路や農道等の管理活動や農村環境の保全活動等になります。

16
アウトドアの推進等による通年型観光の推進について、第７次から
の進展事項はあるのか。

第7次計画の期間中に、観光振興・交流人口の増加などを目的として、ア
ウトドア・アクティビティに係る事業を進めてきました。第８次計画に
ついては、現在、進めているアウトドア・アクティビティに係る事業を
さらに進めていくことを想定しています。

17 国土強靭化地域計画の推進とは、第７次の継承と言うことか。 ご指摘のとおり、継続した取組みになります。

18
交通安全の啓発で、免許返納世代が増えることが予想されるが、こ
れらの対応策を検討しているのか。

高齢者等運転免許証自主返納支援事業の継続や公共交通体制等の見直し
のなかで、対応していくことを想定しています。

19

防犯設備の整備・維持管理について、昨今、頻発する強盗事件等を
鑑み、防犯意識の向上もさる事ながら、地元警察との連携しての対
策が必要。特に夜間から早朝にかけての対策を検討されているか。
（されていれば住民と共有を急がれたい）

防犯灯の設置や維持を継続していくこと、防犯協会との連携による地域
の防犯パトロールや情報発信など、関係機関と連携して、各種防犯対策
に取り組んでいくことを想定しています。

20

概要案Ｐ３０の「生活環境分野」の「生活を共にする動物の愛護」
について
・私の住む地域でも野良猫と思われる猫の糞害などが問題となって
おり、動物を適切に飼うことへの指導などは非常に重要な事項であ
ると思います。ただ、騒音や土壌汚染などの公害対策、動物愛護や
適切な飼育などを含めた項目としたほうがよいのではないでしょう
か。

騒音等に係る生活環境全般に係る取り組みを進めることで想定していた
ところですが、ご指摘のとおり、動物愛護だけではなく、生活環境全般
に係る取り組みとして、記載内容を修正しました。


